
サウンド
レベル計
￥27.000(税別)

咽
オーディオ・システムの嗣整て寸志最終的にリスナ

一席でどんな姿の音波を受け取っているかを確認す

ることが重要です。「音圧の周波数特性」は一番基

本的な項目であり、音質に最も大きな影響を与えます。
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|使用する信号……….. .・ H ・~・ H ・. . . . . .・ H ・-I
信号は周波数変調のかかった、ピュル・ピュル・ピュル・・・

という「ワープルトーン(震音)Jの連続、または断続する信
号(ノfースト波)を使用します。これは純音では定在波の影
響が強く表れすぎてデータの解読が困難になるためです
が、ワープルトーンの使用によって誰にで、も容易にチェック
出来るようになります。

|パネルの説明・…-…… H ・H ・.. .…. . .・ H ・-… I

① rpWJ:電源パイロットランプ
② rdBJ : 100dB-60dB(SPL)聞のレンジ設定スイッチ
③ BNCコネクタ:マイク接続用コネクタ
④ 3.5φミニジャック:モニター出力用ジャック(2P) 

|使用法………~.，・H ・ [_______l ・ H ・ r__l ・ H ・，.， ……|目

1.マイクユニットを本体に接続し、電源を入れます。
2. スピーカは片側ずつ測定します。

アンプもスビーカーも、まず最初に周波数特

性を整えることからスター卜しますが、現在の

技術ではいすれも高い完成度にあります。しか

し、それらをリスニングルームに据付けた時

は、そこに部屋の音響特性が加算されて、例え

ば図 lのような驚くべき特性を示すことがあり

ます。この原因は主として部屋の定在波(ノル

マルモード)によるもので、これを改善するに

は幾つかの方法がありますが、まずは現在の実

態を把握するのが先決です。

本機は「チューン・アップ・シグナルTS-
1 J から測定用の信号を出して、リスナ一席に

おける音圧レベルの周波数特性在測定するため

の音圧計です。各周波数毎の音圧レベルをプロ

ッ卜することによって、リスナ一席での音波の

姿がはっきりしてきます。

音圧のレベル rSPLJは20μPaCパスカル)

在日 dBとしたレベルです。

3. チェーン・アップ・シクeナノレrTS-1Jを使用してスピー
カから適度の音量で信号を出します。周波数は 1kHzと
し、ワープルトーンの連続(CONTINUOUS)または断
続(BURST-1)を使用します。

4. リスナ一席て馴7 イクをスピーカに向け、70dB-80dBレ
ンジで音圧を測ります。

5. スピーカ出力を70dB-80dB(メーターの OdBのf立
置Hこ調整します。ここが測定の「基準点」になります。(耐
入力の大きくないスピーカの場合はなるべく小音量で測
定します)

6. 周波数を変化させてメーターの指示を読取り、片対数
(セミログ)のグラフ用紙に記入します。横軸(対数目盛)
の方は周波数に、縦軸(直線目盛)の方は 1センチ/5
dBで使用します。

7. データ作成時の注意
① なだらかな変化の時は、周波数毎に指示値を記入

します。一般には 1/3オクターブ飛ぴで測ります。オー
ディオ帯では
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1kHz(基準)/800/630/500/400/315/250/200/160/
125/100/80/63/50/40/31.5/25/20 Hz 

1kHz(基 準)/1.25/1.6/2/2.5/3.15/4/5/6.3/8/
10/12.5/16/20 kHz 

となります。

② ピーク、ディッフ。を繰り返すときは、周波数にこだわら

ず、ピーク、ディッフ。の位置の周波数で、の指示値を記

入します。

8.データの判定は次のようにします。

① 図 2の点線枠のように、 2kHz以下はフラット、 2
kHz 以上で、は 1オクターブ毎に 3dBずつ低下する

(l6kHzで 9dB)のが適当な姿です。

② 125Hz以下は土 5dB、125Hz以上では::t3 dBの
幅に入るのが理想です。

使用上の注意…………~・H・-一…………|

1.チェックはリスナ一席で、マイクがほぼ耳の位置になる

ようにして行いますが、音量は普段音楽を聴いている時の

音量を目安にします(普通は70dB-80dB程度)。ただ

し、国産のストレートホーン・スコーカ、ツイータは耐入力

が大きくないものがあるので、過大入力による破損を起こ

さないように十分注意してくださし、。

2. 音圧周波特性はなだらかに、あるいはフラットになること

の方が珍しし、程に凹凸が出るものです。原因がスピーカ

なのか部屋の定在波なのかの判定は、スピーカ直前

(0.5-1メートル点)で測定するとはっきりします。

3. 周囲の騒音と測定信号の差が小さいときは、断続信号

(TS-lのモード rBURST-I J)にすると区別がはっき

りします。

4. 耳の特性は、健康な人でも低音で感度が下がります。

一般的なステレオ再生音量は70ホン(dB)程度ですが、

この辺りの音量て"Li60Hzで、約10dB、30Hzで約20dB低
下します。(ISO:R389による)

したがって、データと聴感の音量感はそのまま対比しま

せんので注意してください。

システムとしてはあくまでデータがフラ・ソトになるように

調整します。

5. 音響測定では、周波数設定の変動、人体の影響等に

よってデータの再現'性は確実で、はないのが普通で・す。 1

-2dBの差についてはあまり神経質にならないことが必

要です。

6. スピーカにかかる負荷を低減したい時には断続音

(BURST-I)を使用します。

7. スピーカは片側ずつ測定しますが、最後に両側から同

時に音を出して「位相が合っているか」のチェックをしま

す。100Hz程度の音を出して、片方のスピーカを止めたと

きに音量が低下すればOKです。片側を止めたのに音量

が増加するときは、アンプとスピーカの接続がどこかで間

違っていることになります。

8. マイクと本体聞にBNCに適合するケ

ーブルを挿入してマイクを延長すること

が出来ます。 (2m-3mまで)

9. モニター出力から出力を『取出すと、

オシロスコープで観測したり、ベンレコ

ーダで自動記録をすることが出来ま

す。

10. 電池の交換は、電池ケースの蓋を外

して行います。006P(9 V)ですが、 7V
に低下するまで使用できます。電池はア

ルカリ乾電池を使用すると長寿命で

す。電池保護のため、電源投入後約30
分経つと電源が切れますが、スイッチを

入れ直すと再始動します。rpWOFFJ 
のポジションでは全ての回路が断となり

ます。

11.本機はオーディオシステム調整用の簡易サウンドレベ

ル言十ですから、取引証明には使用できません。

|仕様……H ・ H ・~，

.周波数範囲

.周波数偏差

.測定対象信号

.マイクユニット

.音圧感度誤差

.モニター出力

.マイク延長アダプタ

.電 源

.寸法/重量

30Hz-16kHz 
土 3dB (30Hz -16kHz) 
ワープルトーン、ランダムノイズ

コンデンサ型

::t 3 dB以下(0dB=20μPa) 
3.5φミニジャック2P

別売(￥8，000)
006Px 1 
90wx135Lx35H (僅体)/400g

チューン・アップ・シグナル rTS・1J 

rSL-1Jと組み合わせて使用するオーディオ測定周信号

の発生器で、ワープルトーン(震音)、純音を連続、断続(パ

ースト波)で発生します。

.20Hz~20kHz ( 3バンド)

.ワープルトーン/純音

.連続/パース卜 1/ノfース卜II

.価格 ￥26，000 (税別)

TS-I (左 SLー I(右)
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